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室内空間における木材率及び広 さがイメージに与える影響
一 ログハウスのロフ トにおける実験一

永 安 哲 也*・ 増 田 稔**・ 仲 村 匡 司**

Effect of Wood Ratio and Area in Interior Space on the Psychological Images 
       —In the Case of Experiment Using a Loft in a Log-house—

Tetsuya NAGAYASU , Minoru MASUDA  ** and Masashi NAKAMURA
**

室内空間のイメージにおける木材の果たす視覚的効果を明 らかにするため、実際のモデルハ ウスを用いてアンケー ト調査 を行 い

検討 した。 まず、木目調 の間仕切 りと和紙の間仕切 りの比較においては、木 目調の間仕切 りの方が 「あたたかい」「ひ きしまった」
「圧迫感がある」イメージを与える傾向がみ られた。 さらに、木目調の壁は和紙の壁に比べ、部屋が広ければ 「快い」「爽快な」感

じを与 え、部屋が狭ければ 「不快 な」「息苦 しい」感 じを与 えた。窓のない部屋は、窓のある部屋に比べ、「あたたかい」「伝統的

な」「圧迫感がある」「息苦 しい」「小 さい」「不快な」 といったイメージを与えた。 これには部屋の照度 も大 きく関係 している もの

と考えられる。
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   To investigate the effect of wood ratio on psychological images of interior space, questionnaires using actual  9-11d spaces in a 

loft of a log-house were carried out. The following results were observed: A partition wall covered with printed wood grain pat-
tern gave "warmer" and "tighter" images than that covered with light gray Japanese paper.  ® When the area of the space increased 
more than  10m2, the space with wood grain partition becomes more "comfortable", "pleasant" and "refreshed" with increase of the 
floor area. On the contrary, in the spaces that were less than  lOm2 in area, subjects were apt to feel "unpleasant" and  "close". In a 
space, like inside a house made of logs, where man sees grain of wood, a certain large area of space is necessary to feel 
comfortable.  © Spaces without a skylight gave "warmer", "smaller", more "traditional",  "oppressive", "closed", and "unpleasant" 
images than those with a skylight. These images were thought to have something to do with illuminance of the space.  ®  In general, 
the higher the wood ratio becomes in the spaces, the "warmer" and "tighter" subjects tend to feel. 
Key words: psychological image, wood ratio, interior space, log-house

1.緒 言

木材 は他の材料 に比べ、「おちつ く」「なごむ」 「やす

らぐ」「あたたかい」 などのイメージで受 け入れ られて

いる。そのため、無機材料 で構成 されてい る空間 より

は、木材 の ような有機材料 で構成 されてい る空間の方

が、幾分やす らぐことが考えられる。その心理的影響を

明らかにするため、本研究では、実際のモデルハウスを

用いて木材率 を変化 させ、さらに部屋 の大 きさと窓の有

無 も変化 させて、イメージ調査 を行 った。

2.実 験方法

この実験 で は、 ロ グハ ウスのモ デ ルハ ウス(越 井 木材

工 業 、 大 阪ATCハ ウ ジ ン グ パ ー ク 内)を 使 用 した

(Fig.1)。 こ のモ デルハ ウス の中 には、17.6畳(3000mm

×9500mm、 最 高 天 井 高3800mm、 屋 根 傾 斜 角 度45°)の

非常 に大 きな左 右対 称 の屋 根 裏 部 屋(ロ フ ト)が あ り

(Fig.2)、 こ の部 屋 を2つ の 異 な るパ ー テ ィシ ョンで 問

仕 切 る こ とに よ り、 部 屋 の床 面 積 お よび天 井 高 を変 え

て、 ア ンケー ト調査 を行 っ た(Fig.3)。

ま ず 、 ア ン グ ル を使 っ て、 幅2400mm、 高 さ1800mm

の パ ーテ ィシ ョンを2基 作 製 した 。表面 にはスチ ロール
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パ ネ ル を張 り付 け た。一方 のパ ー テ ィシ ョンには、そ の

上 に木 目調 の壁 紙(SG-6307・SG-1513(AA)、 サ ンゲ

ッ 製;色 相10YR、 明 度7、 彩 度5)を 張 り付 け た。 こ

れ は実験 室 が ログハ ウス の ロフ ト部分 で あ るため 、内装

に木材(幅8.5cmの オ ウシュ ウア カマ ッ横 張 り)が 用 い

られ てお り、 さ らに、 そ の木材 に節が 多 い こ とを考慮 し

て、節 のあ る よ く似 た壁紙 を選 択 した(Fig.4)。 も う一

方 のパ ーテ ィ シ ョンには、無 地灰 色(色 相2,5YR、 明 度

8、 彩 度1)の 和 紙 の壁 紙(モ デ ルハ ウス の側壁面 と同 じ

壁紙)を 張 り付 けた もの を用意 した(Fig.4)。 こ れ は木

材率 を変化 させ て、そ の こ とに よるイメ ージへ の影響 を

調べ るため であ る。

また、天 窓 の有 無 に よる 明 る さ(照 度)及 び開 放 感

(大 きさ)へ の 影響 を調 べ るた め、前 述 の木 目調 の壁 紙

を張 り付 け たスチ ロー ルパ ネル を窓 にはめ込 むこ と と し

た(Fig.5)。Tablelに ア ンケ ー トに用 い た空 間の バ リ

エ ー シ ョン、 す なわち、 空 間番 号 、空 間の大 きさ、パ ー

テ ィシ ョンの壁 紙、 窓 の有 無 の関係 を示 す。

室 内照明 には 自然光 、天 井 の ライ ト及 び ス タン ドを併

用 した。パ ー テ ィ シ ョ ンの種 類 や位 置 、天 窓 の有 無 に

よ って 実験 空 間 の明 る さが 変 わ る ので 、 これ を照 度 計

(AUTOMETER皿 、 ミノ ル タ製)を 用 い て測定 した と
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こ ろ 、 もっ とも明 るい空 間 で521x、 暗 い空 間で28.51xで

あ っ た(Tablel)。 ま た、 木 材 率 の 算 出 に お い て は、

パ ー テ ィシ ョンの木 目 も印刷 で はある もの の、 これ を木

材 率 に含め る こ と とした。 したが って木材 率 とは、空 間

内 に見 る こ との で きる木 目及 び木 目調 の面 積 を、 その空

間の総 面積 で除 した もので あ る。

ア ン ケー ト調 査 は、 以 下 で 説 明 す るME法

(MagnitudeEstimateMethod)と7段 階 評 価 法 で 行 っ

た。7段 階 評 価 法 はSD法(SemanticDifferential

Method)に お い て よ く用 い られ る調 査 法 で あ るが、 本

研 究 に おい て は意味 空 間 の構 造 を調 べ る1)こ と を目的

としてい ない。被験 者 は上述 の モデ ルハ ウス に来 場 した

一般 客30名(男 性15名
、 女 性15名;30歳 以 上10名(男 女

各5名)、30才 未 満20名(男 女 各10名))で あ る。 多 くは

会社 員で あ り、主婦 ・学 生 な ど も少数 含 まれて いる。 ア

ンケー ト調 査 は上述 の モデ ルハ ウス内 に設定 した実験 空

間 に被 験 者 に実 際 に入 っ て も らっ て行 っ た。被 験 者 に

は、 椅子 をFig.6の よ うに用 意 したが、 空 間内 を自由 に

動 い て も らって も構 わ ない こ とに した。 な お、 ア ンケー
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Table1 実験空間一覧

Roomsusedforthe questionaires

空 間番 号

Sample

広さ(桁行方向x

梁問方向x高 さ)

壁 紙

Pattern

窓

bVithor
照 度(lx) 木材率(%)

ME法 に よる空 間 の大 きさの評 定 値

EvaluationofdimensionsbyMEmethod`s

Space

Number

Dimensions(ridge

directionXspanXheight)

of

wallpaper

without

HN'111(ION'
IlluminanceWood Ratio

床面積
area

高 さ

height

容 積

volume

1 3.OmX3.Omx3.Om 木 目 詫周(woodfigure)a* ○(V1'ithawindow) 42.9 67.9 1.965 1.987 1.973

2 3.OmX3.Omx3.Om 和 紙(Japanesepaper)b卜 O(¥Withawindow) 45.9 51.'L 1.958 1.975 1.964

3 3.OmX3.:3mx3.:im 木 目 調(wo・dfigure) ○(Withawindow) 49.2 65.`L z.02i 2.033 2.032

4 3.OmX3.3mX3.3m 零口紙(」apancscpaper) O(b/'ithawindow) 50.8 49.9 2.039
'1
.040 2.045

5 3.OmX3.6tnx3.6m 木 目調(woodfigure) ○(Withawindow) 57.0 6?,.7 2.107 2.092 2.119

s 3.OmX3.6mX3.6m 荊】糸氏(Japanesepapeの ○(¥Withawindow) sz.o 49.2 2.101 2.087 L.115

7 3.OmX3.UmX3.Om 木 目調(woodfigure) X(bVithoutawindow) 2s.5 69,0 i.sos 1.928 1.912

s 3.OmX3.OmX3.Oni 茉口糸氏qapanesepaper) X(Withoutawindow) 31.3 52.4 1.956 1.977 1.960

9 3.Owx3.3mx3.3m 木 目調(woodfigut・e) X(Withoutawindow) 36.2 66.3 2.000 z.000 7.000

10 3.OmX3.3mX3.3m 和 紙(Japanesepaper) X(bVithoutawindow) 38.8 50.9 2.022 2.oi7 2.033

ii 3.UmX;i.6mX3.6m 木 目 調(w・ ・Vfigure) X(bVithoutawindow) 43.5 63.7
'L.088 2.077 2.105

12 3.OmX3.6mX3.6m 和 紙(JapanesePape「) X(bVi[houtawindow) 43.5 50.1 2.097 2.089 2.106

串
a 木目調の壁紙の色彩値 :色 相10YR,彩 度5 ,明 度7Colorvalues ofwood figure:Hue lOYR, Chroma5, Value7

b`: 和紙の壁紙の色彩値 :色 相2.5YR,彩 度 1,明 度8Colorvaluesof Japanese paper:Hue 2.5YR,Chroma 1,

Value 8

*C
MEmeansMagnitudeEstimate.

トの所要時間は10-30分 であった(Fig.7)。

同 じ様なパ ターンが連続で出現するのを避 けた り、前

の空間のイメージを残 さないため に、できるだけランダ

ムな順序でアンケー トを行った。 このため、実験空間に

入 る順序 を15パ ター ン用意 し、被験者毎 に変 えて行 っ

た。

ME法 とは、標準的広 さと見 なせるある空間(今 回の

実験ではNo.9の 空間 を基準 と した)を 標準刺激 に設定

し、その標準 刺激が与 える広 さ(開 放感)の 感覚量 を

100と するとき、個 々の変化刺激の与える広 さの主観量

がい くらになるか を、被験者一・人一人 に数値 で答 えさ

せ、これを各被験者の広 さ(開 放感)の 評定値 とする方

法である。すなわち、標準刺激の広さ(開 放感)と 比較

して、広 さ(開 放感)が2倍 に感 じる ときの評定値 は

200で あ り、逆に半分であれば、50と なる。評定の数値

は被験者の主観 で決めてよいので、75と か125と かの中

間的な評定値でもよいこととした。本研究では、実験空

間の 「床面積」「高 さ」「容積」の"大 きさ"を この方法

でそれぞれ評価 させた。得 られた評定値は、一般に比例

尺度上の数値であると見なされるので、各評定値 の対数

をとり、集計 を行 った。平均評定値 をTablelに 示す。

7段 階評価法 とは、ある空間に対するイメージが どの

位置に相当す るかをFig.8の ような7段 階の 目盛 に印 さ
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Table2 イメージ毎のランキング及び各エ
宛間の平均得点(男 性15名 、女性15名)

Rankingofthespaces ontheeachwordofpsychologicalimageand the marks‐Averageof 15menand 15women.

 

広い 大きい 開放感のある 快い 爽快な 居心地がよい しっくりした ひきしまった あたたかい 伝統的な

Ranking spaciouslarge openpleasant refreshedcomfortable weil丘ttedtight wazm traditional

RNo.MarkRNo.Mark RNo.MarkRNo.Mark RNo.MarkRNo.Mark RNo.MarkRNo.Mark RNo.Mark RNu.Mark
一

1 120.7750.53 60.6750.7? bO.bO50.53 110.4510.43 90.90 100.00

2 50.f760.53 50.3760.50 GU.3411U.4U 50.30110.27 70.77 8-0.03

3 60.67120.33 120.20110.30 12U.1760.30 30.1360.23 10.60 9・0.03

4 110.23110.07 4-0.07120.27 40.13120.27 120.1380.23 30.50 12-0.03

5 40.004-0.23 11・U.103U.U3 110.002-0.07 90.1090.20 80.33 2・U.U7

s 3-U.573-U.53 3-0.4340.03 3-0.309-0.13 60.0030.17 110.30 6-U.07

7 10-0.7710・0.67 10-0.539-0.03 10-0.3710-0.17 100.007U.13 100.23 4-0.10

8 9-U.802-U.73 2-0.5710・0.14 9-0.434-0.23 4-0.0720.03. 4-0.07 7・0.10

s
'1 -0.939-0.93 9-0.872-0.23 2-0.473-0.27 1-0.2740.00 2-0.17 1-0.13

10 1・1.231-1.10 8-1.108-0.37 8-0.631-0.60 2-0.2710-0.03 b-0.23 11-0.20

11 8-1.408-1.47 1-1.171-0.47 1.0.977・0.63 7-0.3312-0.10 12-0.23 3-0.23

12 7・1.777-1.60 7-1.237-0.60 7・1.U38-U.77 8-U.5U6-U.13 6・0.67 b-0.23
一

crampedsmall oppressiveunpleasant
uncomfort

close
・able

notwe正11
00se丘t

ted
cool novel

狭い 小さい 圧迫感のある 不快な
●.

息苦 しい 居心地が悪い そぐわない しまりのない すずしい 斬新な

RNo.: RoomNo.

Table3 イメージ相互の相 関係数

Mutualcorrelationbetweenpsychologicalimages.

慧 鯵
斬 伝 不 快 息 爽

新蕩 快一 芒喉

な な な い い な羅灘
圧 開

追 放

感_感
の の

あ あ

る る

広 い 一狭い

(spacious-cramped}
0.959+++十 一 一 一 一 一 一 十 十 十 一 一 一

すず しい 一あたたか い

(warm・cool)
U.74UU.9U7十 一 一 一

大 きい 一小さい

(large-small)
0.9860.7730.982 一 一 一 一 一 一 一 十 十十 一 一 一

斬新 な 一伝統 的 な

(novel-CradiCional)
0.246-0.0410.29b 一〇.625

不 快 な一快 い

(unplexsxnt-plexexnt)
一〇.938-0.657・0.9A5 一〇.3740.765十 十 十 一 一 一 尊 十十 十

息 苦 しい 一爽快 な

(close-refreshed)
一〇.967-U.iG4-0.948 ・0.2380.9560.786 一 ～ 一 十 十 十

しまりのない 一ひ きしまった

(loose一 恒ghし)
0.4280.6410.428 一〇.499-0.287-0.464 0.268

そ ぐわない 一しっくりした

(notwellfitted-wellfitted)

一〇.762・0.210-0.764 ・U.d790.7990.707 一〇.0760.bO2‐ ‐

居 心地 がよい 一居心 地 が悪い

(comfortable・unco皿fortable)
0.8980.G29U.914 0.293-0.918・U.8Gb 0.33G・0.8440.7G1

一 一

圧 迫感 のある 一開 放 感 のある

(oppressive-open)
一〇.9G3・0 .843-0.977 一〇.2210.9240.962 一〇.5560.666-0.875 0.70,6

対 角 線 上 の 数 値 は 、 各 イ メ ー ジ の 男 女 間 の 相 関 係 数 を 表 す.

Valuesalongthediagonalindicatethecorrelationbetweenpsychologicalimagesofmenandwomen.

相 関 係 数 の 絶 対 値 の 大 き さ 別 に 次 の よ う に 記 号 化 し た.

± ± ±:0.90以 上,± ±:0.80以 上0.90未 満,±:0.70以 上0.80未 満

Symbols十 十 十,一 一 一,十 十andsoonindicatethecorrelationsasfollows;

±t±;morethanO.90,± ±:morethanO.80andlessthanO.90,±:morethanO.70andlessthanO.80.
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Table4物 理 量 とイメ ー ジの相 関係 数

Coefficientofcorrelationbetween physical quantitiesandpsychological images.

床面積 高さ 容積 照度 木材率
Area FleightVolume Illu血nance Woodratio

広 い一 狭い

(spacious-cramped)
0.975 0.9740.970 0.747 一〇.374

す ずしい 一あたたか い

(cool-warm)
0.652 0.6590.654 O.G84 一〇.749

大 きい 一 小さい

(large-small)
0.964 0.9620.9G5 0.803 一〇.360

斬新 な一伝 統 的な

(novel-traditional)
0.273 0.3120.294 0.471 0.5G1

不快 な 一快い

(unpleasant-pleasant)
一〇.946 一〇.936-0.943 一〇 .722 0.22G

息 苦しい 一爽快 な

(close-refreshed)
一〇.936 一〇.927-0.928 一〇 .751 0.449

しまりのない 一ひ きしまった

(loose-tight)
0.341 0.3120.334 0.250 。0.769

そぐわない 一しっくりした

(notwdl五 伽d。wdl丘 伽d)
一〇.823 一〇.803-0.826 一〇.527 一〇.132

居心 地がよい 一居 心 地が悪 い

(comfortable-uncomfortable)
0.886 0.8620.888 0.648 一〇.zos

圧 迫 感のある一開放 感 のある

(oppressive-open)
一〇.925 一〇.920-0.925 一〇.789 0.470

木材率は空間内に見 ることので きる木 目の面積 を, その空間内の総面積で除 した ものである.

Woodratio:Ratioofareaofwoodfigure toallareaof thespaces.

せ る方法であ る。 ここでは、10の 言葉対 を7段 階に区分

し、処理 を簡単にするために、7つ の 目盛 りの上 にのみ

印を付 けて もらった。Fig.8に 示 された10の 形容詞対 は、

既往研究2層5)な どを参考 に選び出 した両極性形容詞尺

度お よび単極性形容詞尺度の計21尺 度について予備調査

を行い、尺度問の相関分析結果、被験者の負担、データ

解析 の しやす さを考慮 して決定 された。すなわち、「広

い一狭 い」「すず しい一あたたかい」「大 きい一小 さい」

「斬新 な一伝統的な」「不快な一快 い」「息苦 しい一爽快

な」「しまりのない一ひ きしまった」「そ ぐわない一しっ

くりした」「居心地が よい一居心地が悪 い」 「圧迫感のあ

る一開放感のある」の10対 である。また、被験者の判断

を助けるため、7つ の目盛 りの上 に 「非常に」「かな り」

「や や」「どち らで もない」 とい う程度の表現 を付 けた

(Fig.8)。 左側 のイメージか ら右側の イメージに、順 に

3点 、2点 、 … 、-3点 を与えて、印のついている

箇所の得点 を実験空間ご とに集計 した。各空 間が実際 に

取 った点数 を被験者数 で除 して平均 イメージ得点 とし

た。

これ らの得点データを用いて、 イメージご とに実験空

間 を得 点順 に並べ(Table2)、 イ メー ジ相 互 の相 関

(Table3)及 びイメージ と物理量 との相 関(Table4)

を求めた。
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度の関係 を示す。Fig・9は30名 の被験者全体の傾 向を表

しているが、年代別お よび男女別 にみた とき、30歳 未満

の男性 においては、照度が高い(明 るい)と 空間が 「広

い」「大 きい」 と感 じるとい う結果が得 られ、30歳 未満

の女性 に関 しては、照度 が高い(明 るい)と 、「快 い」

「爽快 な」「開放感がある」 と感 じることもわかった。

3.2木 材率の影響

Fig.10に7段 階評価 にお ける男性15名 の 「あたたか

い」イメージと木材率の関係 を示す(RNo.5とRNo.6が

同値のため、プロッ トは11点 に見 える)。 特 に30歳 未満

の男性 において、木材率が高 いと 「あたたかい」 「ひき

しまった」 と感 じる傾向が見 られた。また、男性は木 目

調の壁紙を好み、女性 は和紙の壁紙 を好むようである。

この傾向は男女 ともに30歳 未満の人に顕著 に見 られる。

また、男性は木 目調の壁紙 を 「しっ くりする」 と感 じ、

和紙の壁紙 を 「そ ぐわない」 と感 じていた。

3.3ME法 と7段 階評価法の比較

ME法 で値 が大 きく評価 された空間(す なわち 「広

い」空間)は 、7段 階評価法では 「広い」「大 きい」「快

い」「爽快な」「開放感があ る」 と評価 された。 さらにそ

の空間は、30歳 未満の人や女性においては、「居心地が

よい」や 「しっくりする」 に関 して も相関が高かった。

、例 としてFig
.11に 、30歳 未満 の男女被験者20名 にお
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けるME法 の平均評価値 と7段 階評価法の 「居心地が よ

い一居心地が悪い」の関係 を示す。 また、Fig.12に 床面

積 と7段 階評価法の 「大 きい一小 さい」の関係 を示す。

3.4木 目のパー ティショ ンvs.無 地和 紙 の パー テ ィ

ション

7段 階評価の結果 より、30歳 未満の人に関 しては、木

目調 の壁紙ならば 「斬新」 に、和紙の壁紙 ならば 「伝統

的」 に感 じられるようである(危 険率1%で 有意。 この

ことは被験者全体で見 た場合 に も危険率5%で 有意差

が確 認 された)。 また、30歳 以上 の人は和紙 の壁紙 を好

み、30歳 未満の人は木 目調の壁紙 を好む傾向にあるが、

木 目調 の壁紙であれば 「あたたか く」、和紙の壁紙であ

れば 「すず しい」 と評価する点は世代 に関係なかった。

Fig.13に 「あたたかい一涼 しい」 と床面積の関係を示す

が、床面積が等 しい場合、和紙の壁紙 よりも木 目調の壁

紙の方が 「あたたかい」ことがわか る。

被験者全体 と して見た場合、壁紙 に関 しては、和紙の

壁紙 は 「しま りのない」感 じを与 え、木 目調の壁紙 は

「ひき しまった」印象 を与える。大 きさに関 しては、広

いと 「すず しく」、狭 いと 「あたたかい」 と感 じられ、

さらに、狭い と 「そぐわない」 という結果 も得 られた。
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和紙の壁紙は木 目調 の壁紙に比べて、同 じ大 きさの空

間で もやや 「広 く」感 じられる。Fig.14に 示す ように、

空間がある程度以上広い と、木 目調 の壁は 「快 い」「爽

快」に感 じられるのだが、逆に、空間が狭 いと、木目調

の壁 は 「不快」「息苦 しい」 と感 じられることもわかっ

た。

3.5窓 の有無の影響

開放感に関 しては、窓の有無の影響 は小 さ く、む しろ

壁紙の影響が強かった。これは今回の窓が部屋の大 きさ

に比べて小 さかったため と考 えられる。Table2の 「開

放感のある一圧迫感のある」の順位 を見る と、影響の大

きさとしては、やは り部屋の広 さが一番であり、それか

ら壁紙 ・窓と続いていた。ただ、30歳 以上 の人に関 して

は、窓があると 「斬新」で、窓がない と 「伝統的」 と感

じられることがわかった。

3.6イ メージ相互の相関

7段 階評価法で得 られた10の 意味(イ メージ)尺 度 の

平均評定値か らイメー ジ間の相 関を算 出 した ところ、

「広い一狭い」「大 きい一小 さい」「快 い一不快 な」「爽快

な一息苦 しい」「居心地が よい一居心地が悪い」 「開放感
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のある一圧迫感のある」のイメージ間の相互の相関が高

かった。 さらに、男性が 「広い」「大 きい」 と感 じた空

間は、女性 には 「広い」「大 きい」「快 い」 「爽快 な」「開

放感が ある」 と感 じられた。 また、男性が 「あたたか

い」 と感 じた空間は、女性 においても 「あたたかい」 と

感 じられた(相 関係数0.907、Table3)。

4.結 言

住空間のイメージ調査 を行 った ところ、次のような結

果が得 られた。

まず、空間がある程度以上広 くなる と、木目調の壁紙

は、和紙 の壁紙 に対 して、「快 い」「爽快」 に感 じられ

る。 しか し、逆に、空間が狭いと、木 目調の壁は、和紙

の壁紙に比較 して、「不快」「息苦 しい」 と感 じられるこ

とがわかった。 ログハ ウスの ように木 目が む き出 しに

なっていると、相当の広 さがないと、心地 よく感 じない

ようである。

無地で明るい和紙の壁紙(色 相2.5YR、 明度8、 彩度

1)は 、これ よ りも暗い木 目調の壁紙(色 相10YR、 明

度7、 彩度5)に 比べて、同 じ大 きさの部屋で もやや

「広 く」感 じられる。これ には色彩、特に明度が大 きく

かかわっているものと考え られる。

30歳 以上 に関 しては、窓があると 「斬新」で、窓がな

い と 「伝統的」 と感 じられることがわかった。また、30

歳未満 に関 しては、木目調 の壁紙ならば 「斬新」 に、和

紙の壁紙ならば 「伝統的」 に感 じられるようである。 こ

の世代間の違 いは、今回の実験 において興味深いもので

あった。

照度が高い(明 るい)と 、空間が 「広い」 と感 じられ

るという結果が得 られた。 これは既往の研究においても

結論づけられている6-8)。 狭い空間を有効 に利用する

ときに利用できる。

木材率が高い と、「あたたかい」「ひ きしまった」 と感

じられることが わかった。「あたたかい」感 じがする と

い うのは よ く知 られ ている ことで もある9)。 「ひ きし

まった」 というイメージとつながるのはログハ ウス特有

の、同一壁面 に囲まれることによるものなのか どうか、

今後の検討が必要である。
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